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この報告書は、個人住宅造成工事に伴い、福光
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位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表する次第で

す。
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福光町教育委員会

教育長 吉江正三



例

1.本書は、個人住宅建設に先立ち実施した、福光町岩木遺跡の発掘調査の概要報告である。

2.調査期間・発掘面積は以下の通 りである。

調査期間 :平成 5年 7月 1日 ～同年 7月 22日 (実働11日 間)

発掘面積 :約 290∬

3.調査は、福光町教育委員会が主催した。調査費用は、福光町が負担した。現地調査・遺物整

理にあたっては、富山県埋蔵文化財センターから職員の派遣を受けた。

4.調査事務局は、福光町教育委員会振興課が調査事務 を担当し、教育長吉江正三が総括した。

5.調査参加者は次の通 りである。

調査担当者 :富 山県埋蔵文化財センター企画調整課 文化財保護主事 島田修―・伊佐智法

調 査 員 :富 山県埋蔵文化財センター企画調整課 文化財保護主事 岡本淳一郎

6 本書の作成・遺物整理にあたっては、下記の方々から種々のご援助を頂いた。記して謝意を

表したい。 (敬称略・五十音順 )

安念幹倫・伊藤隆三・上野 章・宇野隆夫・越前慶祐・岡本淳一郎 。押川恵子・河西健二・

狩野 睦・岸本雅敏・久々忠義・小島俊彰・斉藤 隆・酒井重洋・佐賀和美・境 洋子・関

清・高木場万里 。高梨清志・塚田一成・橋本正春・林 浩明・麻柄一志 。松島吉信・桃

野真晃・山口辰―・山本正敏・山森イ申正

7.本書の編集は島田・伊佐で行い、執筆は富山県埋蔵文化財センター職員の助言・協力を得て、

島田 。伊佐と福光町教育委員会主事 荒井 隆が行った。個々の責は文末に記した通 りである。

3.本書の上層の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著 1967 『新版標準土色帖』棚 日本色研事業

に準拠している。
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I。 地形と周辺の遺跡

岩木遺跡は、富山県西砺波郡福光町岩木地内に所在する (第 1図 )。 福光町は、富山県の南西

部に位置し、千し柿作 りや木工産業で有名な人口約23,000人 の町である。町の中央部を小矢部川

が北流し、その両岸には平野部が広がり散居村で有名な砺波平野の一画を成している。町の南西

部は石川県と境を接する山地にあたり、養老 3年 (719年 )泰澄大師によって開かれた霊峰医王

山をはじめ、建築材等に用いられた桑山石・小院瀬見石を産する山々が連なる。

当遺跡は、平成 2年に民間工場用地造成に伴 う分布調査によって発見された遺跡であり、医王

山の北部山麓にあたる小矢部川左岸の低位段丘上に立地する。標高は約65mを 測り、遺跡の東端

部を法林寺断層と呼ばれる断層が南北に走る。

当地域は地理的好条件や医王山の開山に相まって、古 くから開けた地域であり、第 1図 に示し

たとおり古代砺波郡における一大窯業生産地であった安居 。岩木窯跡群をはじめ縄文時代から中

・近世にかけて様々な遺跡の存在が知られている。なかでも塚・経塚・寺社名に関連する地名・

遺構が多く、山岳信仰文化の華々しい展開を偶ばせる。反面、中世居館や城跡なども見られ、加

越国境であった当地域の宗教活動 とは異なった一面を伝えている。 (島 田 修― )

岳ri

クアクを賀
|
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第 1図 位置と周辺の遺Ltl(S=1/25,000)
1 岩木遺跡、 2,備中ヶ岡古墳 (古墳)、 3 伝長慶天皇御陵(中 世)、 4.石黒墳墓 (中世 ?)、 5.堂山追跡 (旧石器・縄文・奈良・平

安)、 6.安居D遺跡 (弥生・古墳)、 7.安居C遺跡(縄文)、 8.堀池島遺跡 (縄文・古墳・・奈良・平安 。中世)、 9.五百歩遺跡 (縄文
・弥生・奈良～室町)、 10.安居遺跡 (縄文～平安)、 ■安居城跡 (中世)、 12安居窯跡群 (古墳・奈良)、 13.滝 寺跡 (不 明)、 14.北谷古窯
跡群 (奈良 。平安)、 15.北谷遺跡 (縄文)、 16.善法寺遺跡(奈良・平安)、 17.三 木松遺跡(縄文・奈良～中世)、 18 安居一里塚 (不明)、

19 菩法寺法印墓(室町)、 20.岩 安神明神社選跡(中 世～近世)、 21.善法寺古墳群 (古墳)、 22.岩 安遺跡 (縄文・古代)、 23.前 日館遺跡

(戦国 ?)、 24 岩木経捩 (中世)、 25,党勝寺跡(近世)、 26.志 留志塚 (古代)、 27.中 宮谷窯跡(古代)、 28 諏訪社跡 (近世)、 29,岩 木尻
広谷窯跡 (古代)、 30。 愛宕社跡(近世)
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H。 調査の経緯

平成 5年 5月 期の農地転用の許可に関し、県農政課から県文化財に埋蔵文化財の有無について

意見照会があ り、岩木地区の住宅建設予定地が、周知の遺跡である岩木遺跡に含まれるため、文

化財保護法に基づ く取扱いが必要である旨回答された。また、これに伴い、福光町教育委員会は、

県文化課か ら文化財保護法に基づ く取扱いが必要である旨通知を受けた。その後、県教育委員会

と協議 を行い、埋蔵文化財センター職員の派遣を受け、試掘調査 を行 うことになった。

試掘調査は、平成 5年 6月 17日 に行い、調査対象面積は約1,000∬ であった。調査区の 4箇所

で幅約 1～ 3mの トレンチを任意に設定し、遺構及び遺物の遺存状況を確認した。

調査の結果、北西部を中心 とする約650m2で、岩木遺跡の遺存が確認された。遺物は、須恵器

・土師器 。中世土師器・珠洲が出土し、遺構は、溝 (1条 ),と 土坑(4)を 確認 した。

この試掘調査の結果に基づ き、富山県教育委員会・福光苛都市振興課 と協議 した結果、宅地建

設にかかる約210m2に ついて早急に本調査 を実施 し記録保浮することとなった。  (荒 井 隆 )

ｒ
Ｆ

、

こ

第 2図 調査区位置図 (S=1/10,000)
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Ⅲ。調査の概要
1.調査の方法 調査は、まず、バ ックホウにより調査区 (210m2)の 表土 (現耕作土 )の 除去

を行った。その後、人力により、暗褐色シル ト質ローム及び明黄褐色シル ト質ロームまで掘 り下

げて遺構確認作業を行い、号|き 続き個々の遺構の検出を行った。なお、時期的にも雨の降 りやす

い時期でもあることから、調査区の外縁に沿い水抜きの測溝を掘った。その後、遺構実測図作成

のため、調査区に任意に起点を設定 し、 5× 5mの グリッドを一区画 として発掘区に杭を打ち、

大グリッドを組んだ。座標軸は東西が Y軸、南北をX軸 とした。さらに調査精度を高めるため、

1× lmを グリッド最少単位 とし、西から東にかけ、 lmご とにYl・ Y2・ Y3-、 南か ら北

にかけ lmご とにXl・ X2・ X3… と表現することとした。そして、グリッド最少単位を (X
2・ Y3)と 表現 し、遺物取 り上げなどに活用 した。検出遺構については、掘立柱建物をSB、

土坑・穴は SK、 溝は SDと 表記し、 S K01・ o2

・03-と 連番で表記することとした。

なお、調査面積は、当初210m2で あったが、遺

構精査段階で S B01が北方に延びる可能性がある

ため北へ80m2拡 張し、結果 として調査面積は、29

0∬ となった。 (伊佐智法 )
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2.基本層序 (第 4図 )

盛土 第 1'層 は盛土であり、西側で 0～ 10Cm、 東で20～ 30cmの厚さとなる。

包含層 包含層である第 2層 は、南に行 くに従い薄 くなる。西側には存在しないが、東側は盛 り

上下に 5～ 20cmの 厚さで存在する。黒色シル ト質ロームである。

遺構検出面 検出面は第 3層 の上面、及び、第 4層 の上面と、 2つの面があったが、調査期間と

の関係等により、第 3層 と第 4層の時期差等の詳細は明らかにできなかった。西及び南部では、

第 1・ 1'の直下に第 4層が露呈する状況にある。また、この第 4層上には重機の跡が顕著に見

られることから、かつての国場整備による大規模な削平が窺われた。

3.本調査日誌抄

7月 1日 l■l 表土象」ぎ

7月 5日 lEl 側溝掘 り

7月 6日側 遺構検出作業開始 (SD・ SKoSBを 確認 )

7月 7日 曲 遺構の発掘作業開始。

7月 8日 lal 遺構発掘作業・北側へ80m2拡 張

7月 9日 ④ 遺構発掘作業

7月 15日 lAl 作業・図化作業 (遺構断面図 )

7月 16日 0 図化作業 (遺構断面図 )

7月 20日 側 図化作業 (遺構断面図)・ 遺構発掘作業終了

7月 21日 囚 清掃後、全景写真撮影

7月 22日 l■l 図化作業 (遺構平面図)

Ⅷ
調査区

第 1層  耕上 に,,tい 黄掲色シル ト質 ロー

第 1'層  盛土 第 1・ 2・ 4層の混合土

第 2層  包含層 黒色ンル ト質 ローム

色シフレト

第 4層   明黄掲色 ローム

第 4図 基本層序模式図

第 5図 地形及び区割図 (S=1/1,000)
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4.遺 構

今回の調査で確認した遺構は掘立柱建物 1棟

てのみ、その概略を記述する。

S B01 S K07・ S K08・ S K09・ S K10が、

お、北方へ伸びる可能性があるため、北側へ拡

張することとしたが、結果的に柱穴は確認でき

ず、一間×一間の規模 となった。床面積は7.36

m2と なる。柱穴の覆土は、黒色 (10Y R 2/1)

シル ト質ロームないし、黒褐色 (10Y R 2/3)

シル ト質ロームである。柱穴の深さは、locm～

25Cmである。 S K08か らは土師器が出上してい

るが、細片であるため、時期決定にたえうるも

のではない。

・溝 1条・土坑46である。以下、主な遺構につい

S D01 幅120cm～ 230cm、 深さは、10～ 30cmである。 S D01のある調査区西側はかつての圃場整

備時にかなり大規模な削平を受けているにもかかわらず、南側の遺存状況は良いと言える。北側

は、削平によリプランの検出が困難であった。この溝は、調査区の西側を南北方向に走り、南側

で終わる。溝底のレベルからみると、北から南にかけての水の流れが考えられる。

覆土は、 2つの層に分かれる。まず、第 1層は、黒色 (10Y R 2/1)シ ル ト質ロームである。

これをベースとして責褐色粘質土・褐灰色粘質土を小さなブロックとして含む。また、炭化物を

微量に含む。 5～ 30cmの 礫を多く含み、溝の中央より南のX26・ Y21、 X27・ Y21で 20～ 30cn大

の礫が集中している所がある。埋土時に投棄されたものと考えられる。出土遺物は土師器(古墳 )、

土師器・須恵器がある。この第 1層の厚さは、10～ 30cmである。第 2層は、黒褐色 (10Y R 2/
3)ロ ームで鉄分を多く含んでいる。また、若千ではあるが砂も含んでいる。この第 2層の厚さ

は、 0～ 5 Cmで ある。第 1層 と同じく礫含むが、第 1層 より小さめの、 5～ 20cmの ものが多く入

る。礫の多さは、第 1層の方が多い。この第 2層 に、安定した砂の堆積等の水流堆積が見られな

本主間約2.3mで並ぶことから、 S B01と した。 な

SB01

SD01 SD01 遺物出土状況
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いことから、常時水の流れがあったとは考えられない。出土遺物には、土師器 (古墳)土師器

須恵器 (古代 )中世土師器・珠洲がある。

所属時期については、第 2層床面直上から中世土師器・珠洲が出土 していることから、中世 と

考える。

S K01 370cm× 440cmの 隅丸方形を呈し深さは、

5～ 10Cmを 計る。覆土は、黒褐色 (10Y R 2/

シル ト質ロームである。出土遺物は、古代の上

師器・須恵器が多く出上しており所属時期は当

該期 と考える。 (伊佐 智法 )

一-634m

峠       1lm

第 6図 SK01実測図S=1/40)

ゝ
①

SK01
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第 7図 遺構全体図 (S=1/120)
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5.遺 物

出土遺物には、土師器 (古墳時代)、 須恵器・土師器 (古代 )、 珠洲焼・土師器 (中世 )、 そ

の他近世以降の陶磁器類が認められる。いずれも2層および遺構覆土からの出上である。

古墳時代 甕、高ヌの細片が 2点のみ出土している。 1は S D01覆土上層から出土した甕口縁

部片で、口縁内面を肥厚させる布留系甕の特徴を色濃く示す。県内では数少ない資料であるため

図化復元を試みたところ推定回径は約20cmを 測る。 2は 5世紀代に属すると見られる高邦脚部で

ある。 S K01覆土内出土。

古  代 須恵器郭 (5～ 16)。 甕 (19～ 25)・ 双耳瓶 (17・ 18)、 土師器甕 (3。 4。 26～

33)な どが出上している。須恵器杯はA・ B類が認められる。罫 B類は、法量的に大半が口径11

cm～ 13om、 器高 4～ 5 Cm内 に収まると推定され、罫A類 (14～ 15)は さらに小型である。18は

口径24cmを 測る双耳瓶の口縁部である。口縁端部は内・外端部を上下に引き出す。17は一応双耳

瓶 としたが、壺類頸部の可能性もある。土師器甕は詳細を知 り得る個体はない。口縁形態は、外

傾し端部を面取 りして上方に引き出すもの (3)、 外傾 し端部を途中で内側に巻き込むもの (4)

が認め られる。胴部は下半部に叩きを施す個体が多いようである。34は 脚台状製品であり、内

面に朱塗 り痕跡を残すが器種・用途等の詳細不明である。

中  世 土師器皿 (35。 36)、 珠洲焼甕 (37～ 39)・ 括鉢 (40)が若千出土。35は 試掘調査

時に S D01底面から出土。36は 2段ナデ成形で口縁部が受口状を呈する。   (島 田 修― )
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Ⅳ。まとめ

これまでに述べた点を要約・補足しまとめ とする。本書で報告 した岩木遺跡は、平成 2年度に

町工場用地造成に先立って実施された分布調査によって確認された遺跡であり、本格的に発掘調

査の手が及んだのは今回が最初である。

調査の結果、古墳時代から中近世にかけての遺物、古代 。中世の遺構を検出した。従来の知見

では当遺跡は古代 。中世の集落跡 と理解されていたことから、出土状態は極めて不良であるが、

古墳時代の遺物の出土は新たな発見 として注目される。

また、古代の遺構・遺物については 8世紀後半から 9世紀前半に比定できる。当遺跡の近接地

に所在し 7世紀中葉から 9世紀前葉頃まで営まれ、 8世紀代に最 も盛んに操業されたと考えられ

る安居・岩木古窯跡群 (第 1図 )に深い関わりがあるものと想定される。中世については、13・

14世紀代の遺物が僅かに出上したのみで遺構の性格も明らかでないが、医王山信仰に結びついて

最 も当遺跡が栄えた時期であったと考えられる。

しか しながら、今回の調査は個人住宅建設に先立つ極めて緊急的な調査であったため、発掘面

積 も約290m2と 狭い範囲であり、加えて対象地はかつてのほ場整備によって著 しい攪乱を受け、

遺構等もかな り削平されたことが判明した。このため遺物 も出土量は極めて少量でかつ殆 ど砕片

であった。まって、当遺跡の性格などの詳細を明らかにするには至 らず、その様相 を解明する手

がか りを得たに過 ぎない。

ただ、当地域が前述の古代古窯跡群・医王山信仰 と密接に関わ り古 くから開けていたことは疑

う余地 もな く、今回の調査地点の隣接地にそれを裏付ける遺跡が所在するものと推定される。今

後、新たな機会にその一端が明らかにされることを期待したい。 (島 田 修― )
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